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興味分野が同じである人を自動的に発見するソーシャルネットワーキングシステムを提案す

る．本システムは，利用者が興味を持った映画作品や書籍などのメタデータを集めることで利

用者の趣向の分析を行う．これにより似た趣向を持つ他の利用者を発見することができる．利

用者による主観的評価とメタデータの解析による客観的評価を組み合わせることで，利用者に

質の高い出会いを提供する． 

 

 

1 はじめに 

 近年，GREE [1] や mixi [2] に代表されるソ

ーシャルネットワーキングサービス（以下，

SNS）が人気を集めてきている．SNS とは，利用

者が名前や性別などの個人情報を登録し，現実

世界の友人をウェブ上でも自分の友人であるこ

とを宣言することで，利用者周辺の人間関係を

一覧表示させるサービスである．SNS 利用者は他

の利用者の情報を見ることで，その人物の所属

や興味分野などを知ることができる． 

 SNS が注目されていることで，これまで匿名で

コミュニケーションが行われるイメージが強か

ったウェブコミュニティで，現実世界に存在す

る人間関係とリンクした非匿名のコミュニケー

ションが活発になってきている． 

SNS の目的の一つとして，利用者が登録してい

る友人の友人をたどることで，新たに人間関係

を拡大することが挙げられる．しかし，既存の

SNS は基本的には現実世界の人間関係を SNS 上で

再構築する程度に留まっており，これまで面識

がなかった人物と新たに関係を構築することが

難しい．その上で自分の興味範囲を共有できそ

うな他の利用者を探す場合には，相当数の利用

者情報を閲覧する必要があり，利用者の趣向と

近い人物を発見することが困難である． 

 また，既存の SNS では登録されたデータを独

自の形式で保持しており，システムの外部にあ 

 

 

 

 

 

 

 

る既存のオープンな情報を利用することや，逆

にシステム内で生成された有用な情報を外部に

出力し再利用をすることはできない．本システ

ムでは登録されたデータを RDF [3] 形式で保持

することで，これらの情報の再利用を容易に行

うことが出来る． 

2 設計 

 本研究では新たな関係の構築を支援する SNS

「であえ！」を提案する．「であえ！」は利用

者の趣向を分析し，同じような趣向を持つ他の

利用者を自動的に発見する機能を提供する．ま

た，本システムでは情報の保持形式に RDF を採

用することで異種サービス間の情報活用を可能

にする．  

2.1 「であえ！」の概要 

「であえ！」の構成図を図 1に示す． 

 
図 1: 「であえ！」の構成図 

 

 本システムは，利用者が登録した情報から趣
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向が似ている他の利用者を発見する機能を提供

する．利用者は自分が興味を持っている書籍や

音楽 CD，映画作品などのアイテムを検索し，そ

れに対する評価点数とコメントを登録する．本

システムはそれらのアイテムの「著者」や「ジ

ャンル」などのメタデータから各利用者が好む

要素を算出し，同じ要素を多く持つ利用者を発

見する． 

2.2 趣向の分析 

 本システムは利用者が登録したアイテムのメ

タデータを，その利用者の趣向を測る要素とし

て取り扱う．メタデータとしては，例えば映画

作品であれば「監督」「出演者」「ジャンル」

「製作年」「製作国」等が挙げられる． 

 本システムは利用者のアイテムに対する評価

を基に各要素に点数をつける．そして利用者が

好む要素を順位づけし，他の利用者の要素の順

位と照らし合わせる．互いの順位の上位に共通

の要素がある場合には，似た趣向を持つ利用者

と判断し，本システムが互いの情報をリンクさ

せる． 

 利用者の趣向を分析する際のポリシーを以下

に挙げる． 

・マイナーなアイテムを重視 

一般的で知名度があるアイテムよりも認知

度が低いアイテムのほうが，それを好む利用

者にとっては話題性が高いと考える．そこで，

登録対象のアイテムが全体登録アイテム数に

占める割合を算出し，その結果一定の基準以

下だった場合に，そのアイテムには他より高

い点数を付加する． 

・アイテムのメタデータがもつ客観的な重要性

を加味 

例えば映画作品に関しては，「製作国」よ

りも「監督」を重視するなど，より重要であ

ると思われるカテゴリの要素に対し高い点数

を付加する． 

・最近登録したアイテムであるほど重視 

利用者の趣向は常に変化し続けると仮定し，

要素に対する重み付けを一定時間毎に再計算

する．その際，最近登録されたアイテムの要

素を重視する． 

2.3 要素点の算出法 

 2.2 節で述べたポリシーを踏まえ，似た趣向を

持つ利用者を検出するための算出法を図 2 に示

す． 
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図 2: 要素点の算出法 

3 実装 

 我々は本システムをウェブアプリケーション

として実装した．インタフェイス部分を JSP に

よって，その他の処理を Java Servlet によって

実現した．また，RDF で表現されたデータの処理

及び管理には Jena [4] を利用した． 

4 おわりに 

 本論文では，メタデータに基づき個人の趣向

を分析し，似通った趣向を持つ利用者を発見す

るシステムを実装した．このシステムにより，

利用者は多くの分野で趣向が合致する人物を効

率的に発見することが可能になる． 

 本システムでは，利用者が登録するアイテム

のメタデータを既存のデータベースから取得し

ている．しかし，将来的にウェブのセマンティ

ック化が進み，利用者の趣向分析の材料となる

アイテムの語彙がウェブ上で幅広く共有される

ようになった際には，ありとあらゆるアイテム

をもとに利用者の趣向を分析することが可能に

なると考える． 

今後の課題としては要素点の算出法の調整や

既存のデータソースを利用した処理が挙げられ

る． 
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